


令和7年度釧路市立北中学校「学校評価『保護者アンケート』」（12月）
【結果分析】
４：している　３：どちらかといえばしている　２：あまりしていない　１：していない
	
	評　価　項　目
	４
	３
	２
	１

	１
	私は、子どもが新しいものや考えを生み出すように働きかけている。
	13.9％
	57.0％
	26.6％
	2.5％

	
	
	15.3％
	44.7％
	32.9％
	3.5％

	２
	私は、子どもが自分で目標を設定するなど、自己調整力を獲得するように働きかけている。
	22.8％
	58.2％
	19.0％
	0.0％

	
	
	21.2％
	61.2％
	14.1％
	3.5％

	３
	私は、子どもが自分の目標を達成するために、責任をもって行動するように働きかけている。
	26.6％
	65.8％
	7.6％
	0.0％

	
	
	25.9％
	62.4％
	8.2％
	3.5％

	４
	私は、子どもが自分の課題や可能性を、当事者意識をもって発見できるように働きかけている。
	19.0％
	57.0％
	24.1％
	0.0％

	
	
	17.6％
	56.5％
	22.4％
	3.5％

	５
	私は、子どもが自分の行動で、自分の周りをよりよい方向へ変えられる自己効力感をもてるように働きかけている。
	17.7％
	54.4％
	26.6％
	1.3％

	
	
	16.5％
	55.3％
	24.7％
	3.5％

	６
	私は、子どもが変化の目的の意味や意義を見出し、あらゆることに挑戦し、やり抜くように働きかけている。
	27.8％
	48.1％
	21.5％
	2.5％

	
	
	22.4％
	54.1％
	20.0％
	3.5％

	７
	私は、子どもが自分のよさに気付くように働きかけている。
	34.2％
	46.8％
	16.5％
	2.5％

	
	
	27.1％
	56.5％
	14.1％
	2.4％

	８
	私は、子どもが他者の大切さを認めたり、多様な意見や考え方を尊重したりするように働きかけている。
	43.0％
	45.6％
	11.4％
	0.0％

	
	
	37.6％
	48.2％
	11.8％
	2.4％

	９
	私は、子どもが学校や社会のルールやマナーを守るように働きかけている。
	57.0％
	39.2％
	3.8％
	0.0％

	
	
	48.2％
	47.1％
	3.5％
	1.2％

	10
	私は、子どもがテクノロジーのよき使い手となるように働きかけている。
	12.7％
	31.6％
	34.2％
	21.5％

	
	
	10.6％
	25.9％
	55.3％
	8.2％

	11
	学校は、生徒たちが未来社会の創り手となる資質・能力を獲得するための教育活動を行っている。
	38.0％
	51.9％
	7.6％
	2.5％

	
	
	22.4％
	61.2％
	15.3％
	1.2％

	12
	学校は、生徒たち一人一人の学習状況に寄り添った学びを保障している。
	29.1％
	54.4％
	13.9％
	2.5％

	
	
	22.4％
	57.6％
	16.5％
	3.5％

	13
	学校は、生徒たち一人一人の状況を踏まえて進路指導に当たっている。
	41.8％
	44.3％
	8.9％
	5.1％

	
	
	30.6％
	55.3％
	11.8％
	2.4％

	14
	学校は、いじめなどの問題行動に毅然と対応している。
	30.4％
	51.9％
	13.9％
	3.8％

	
	
	29.4％
	55.3％
	11.8％
	3.5％

	15
	学校は、保護者に対して各種情報を積極的に発信している。
	45.6％
	39.2％
	8.9％
	6.3％

	
	
	37.6％
	50.6％
	9.4％
	2.4％

	16
	学校は、生徒たちにとって安心・安全な場所になっている。
	30.4％
	54.4％
	12.7％
	2.5％

	
	
	31.8％
	54.1％
	10.6％
	3.5％


※　上段は12月、下段は７月の評価結果を示しています。
※　「網掛け」は、課題と捉える評価項目を示しています。


	【学校改善のアイデア】
〇　生徒が学級担任以外に相談できるなど、相談窓口を増やしてみてはどうでしょうか。
⇒　賛成です。生徒たちは多様な悩みや課題を抱えながら生活しています。学級担任だけで受け止められるものではありません。「この教師に話を聞いてほしい」という要望には即応しますので、校長（教頭）や当該の学年主任等に連絡してください。
〇　教師と保護者の面談を定期的に行えないでしょうか。
⇒　可能です。本校には保護者と学級担任等が面談する機会が複数回設定されていますが、その他にも面談の希望があれば随時実施することができます。校長（教頭）や当該の学年主任等に連絡してください。
〇　今回の保護者アンケートの意図を教えていただきたい。そして、本アンケートでどの程度のデータを得ることを期待しているのかも教えていただきたい。アンケートの評価項目の１つ１つにどのような意味があるのか確認してほしいです。文部科学省や北海道教育委員会、釧路市教育委員会からの通達に従っているだけのアンケートはもってのほかです。生徒に考えさせる教育をするためには、教師側も本アンケートの意図をしっかりと保護者に伝えてほしいと思います。保護者が「このアンケートは意味があるのだろうか」と思わないような工夫が必要ではないでしょうか。次回から私がアンケートの評価項目を作成してもよいと考えています。
⇒　本校においては、年度の目指す生徒の姿（重点教育目標）について、生徒、保護者、教職員の三者が共有しています。そして、それぞれの立場で何ができるかを考え、実行することで重点教育目標の達成を目指しています。つまり、本校においては、生徒、保護者、教職員が学校づくりの主役ということになります。このことから、保護者アンケートの評価項目は、目標の実現に向けて、保護者としての取組を振り返る内容になっています。このことについては、７月の保護者アンケート実施を知らせる文書に記されているとともに、保護者も学校づくりの主役であることについては、学校だよりやPTA総会等において、継続的に周知しているところです。また、教育行政からの通達に従って保護者アンケートを実施しているわけではないということは、上記の内容で御理解いただけると考えます。保護者アンケートの結果については、目標の実現状況に対して、保護者としてどう取り組んだのかを振り返り、改善等に活用していただければと考えています。次回から保護者アンケートの評価項目を作成していただけることは賛成です。ただし、本校の学校づくりについて当事者意識をもって参画していただくこと、保護者アンケートの趣旨を理解していただくこと、本アンケートの結果を踏まえて保護者として何をしていくかを全体に周知していただくこと、これらのことが可能であれば是非お願いしたいと考えます。御連絡をお待ちしています。なお、本校においては、「生徒が主体的に考える教育」を目指していますが、「生徒に考えさせる教育」はしていません。是非御確認ください。
〇　生徒一人一人からちゃんと話を聞き、公平な対応をしてほしいです。
⇒　その通りだと考えます。「生徒一人一人からちゃんと話を聞いていない」、「公平な対応ではない」という具体の場面を教えていただくとありがたいです。
〇　一方的な保護者の意見を残すことに意味があるのかは分かりませんが、大変な中いつも我が子を見守ってくださることにはとても感謝しています。保護者として至らない部分もたくさんあり、教職員の皆さんに負担をかけてしまい申し訳ありません。これからも色々な経験が積めるように御協力よろしくお願いします。
⇒　家庭と学校が連携・協働して生徒の成長を見守っていきものと考えています。今後とも生徒の成長のために何ができるのか、一緒に考えていただくとありがたいです。
〇　日々生徒はじめ家庭と真摯に向き合ってくださり、心から感謝しています。
⇒　保護者の皆さんが学校と真摯に向き合ってくれていることに、校長として心から感謝しております。
〇　時間割をメールで送付するか、ホームページに学級毎に記載してほしいです。また、時間割に保健なのか、体育なのかわかるように記載していただけると、ジャージか制服かで不安にならずに済むと思います。
⇒　授業の主役は生徒です。生徒が主体性をもって確認すれば問題ないと考えます。家庭と学校で生徒が自ら主体性を育むよう見守りませんか。
〇　何らかの問題で登校できなくなった生徒がいると聞いています。要因が特定の生徒であるならば、それは改善しないといけないと思います。やったもの勝ちを放置するのは、他の生徒にとってよい影響があるとは思えません。難しい問題だと思いますが、放置してほしくないと感じています。
⇒　このことについて、紙面で詳細をお知らせすることはできないと考えます。ただ御理解いただきたいのは、学校が放置していることは絶対にないということです。関係教員等が当該生徒や保護者はもとより関係機関等とも密接に連携し、当該の生徒にとってよりよい状況になるよう日々奮闘していることは是非御理解いただきたいと考えます。
〇　学習面で言えば、息子は柔軟な対応や知的好奇心を引き出してくれる教師の皆さんとの出会いがあり、とても楽しそうに勉強に取り組んでいます。今後も学習意欲を掻き立てるような取組を続けていってもらえたらと思っています。
⇒　教師にとって生徒の知的好奇心を掻き立てる教育活動（授業）を提供することは当たり前であると考えています。しかし、授業改善に終わりはありません。生徒が「分かった」「できた」を実感し、目を輝かせて参画する授業が創れるよう、今後も授業改善に取り組んでいきます。
〇　小学校のように中学校も保護者がどんどん学校と関わって子どもたちとも関わりをもつのがよいと思います。
⇒　賛成です。保護者としてどうしたら学校や生徒たちと関りをもてるのか、是非御検討いただき、学校や生徒会に提案していただきたいと考えます。



	【改善の方向性】
10　子どもたちは様々なテクノロジーに囲まれて生活することが当たり前になります。テクノ
ロジーに使われるのではなく、テクノロジーを使いこなす（使い倒す）ことが求められています。保護者として子どもたちが生活する未来社会を思い描くとともに、まずは保護者がテクノロジーに対する倫理観や道徳観を磨き、テクノロジーのよき使い手としての範を示します。


※　肯定的な回答において「７割未満」の評価項目を課題として捉え改善の方向性を示しています。
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